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特
集
防災教育センターに
いってみよう！



　四日市市マッピングシアター、災害連鎖シアター、煙体験などのコンテンツを駆使して、訪れた
市民の皆さんが災害をリアルに感じることができる体験型の防災教育を各ゾーンで提供します。 

❶四日市市マッピングシアター /
　四日市市の災害の歴史

❺地震体験

❷災害連鎖シアター　❸煙体験
❹地震 VR・防災シアター

❻備えゾーン　❼災害後の世界

５月にリニューアルオープン５月にリニューアルオープン

四日市市防災情報ゾーン A
ZONE

地震体験ゾーンC
ZONE

災害体験ゾーン B
ZONE

備えゾーン D
ZONE

1

2

3

4
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7

地震をはじめとする災害に対し、市民の皆さんの意識を高め、地震をはじめとする災害に対し、市民の皆さんの意識を高め、
知識や対応力の向上を図るため、北消防署に併設する知識や対応力の向上を図るため、北消防署に併設する

「防災教育センター」を大きくリニューアルしました。「防災教育センター」を大きくリニューアルしました。
　VR などの最新技術を活用したリアルな災害体験を通じて、　VR などの最新技術を活用したリアルな災害体験を通じて、

より効果的な防災教育を展開しています。より効果的な防災教育を展開しています。
　今号では、新しくなった「防災教育センター」についてご紹介します。　今号では、新しくなった「防災教育センター」についてご紹介します。

災害の疑似体験で
対処法を学ぼう！ 体験型防災教育 体験型防災教育 体験型防災教育 体験型防災教育 

Interview

地震体験車は四日市消防管内に
派遣することができます。

　防災において、最も危惧すべきは「災害は私のところにはこない」と思い込
んでしまうことです。「天災は忘れたころにやってくる」という警句を思い出し、
災害に関する正しい知識を持ち、正しい方法で常に備えることが災害に対する
最も有効な手段です。
　防災教育センターでは災害を疑似体験し、新しいデータに基づいた災害情
報を知り、何に対してどう備えるべきかを学ぶことができます。
　新たにVR（仮想現実）などの技術を取り入れていますので、ぜひ来館して、
災害や防災について、新しい発見をしてください。

防災の気づきを行動へつなぐために

防災教育センター所長　浜田昭
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本市の地域ごとの
災害特性を学習できるゾーンです。

さまざまな災害を疑似体験することにより、
災害に対する危機感を視覚や聴覚などで感じ、
非常時の行動を考えるゾーンです。

四日市市防災情報ゾーン A
ZONE

災害体験ゾーン B
ZONE

　地震が発生した場合の揺れの大きさ、津波の浸水深、洪水浸水想定区域図などの被害想定を、床に描いた
本市の地図上に投影することにより、地震が起きた時にどの辺りの揺れがひどいか、津波の浸水はどのあた
りまでくるのかなどを、わかりやすく説明します。

　巨大地震をきっかけに次々と連鎖する災害の恐
ろしさを、シアターで紹介します。自宅にいる時
に地震に襲われたら、火災が起こったら、津波が
押し寄せてきたらどうなるかを、シアターのグラ
フィック映像を通じて考えてみてください。

　VRゴーグルを使用した地震
体験などができます。教室や
家のリビング、30階の高層階
オフィスを想定した、阪神・
淡路大震災などのシミュレー
ションがあります。また、日
頃からできる地震対策や、揺
れたらすぐに身を守るための
行動をVRで説明します。

　人体に無害なスモークを発生させ、煙が充満する部
屋からの避難を体験できるコーナーです。火災で命を
落とす二大原因は「一酸化炭素中毒」と「やけど」です。
煙は天井からたまっていくので、避難するときは、煙
を吸い込まないようにハンカチやタ
オルなどで口と鼻をおおい、低い
姿勢で煙の下を逃げましょう。

❶四日市市マッピングシアター

❷災害連鎖シアター

❹地震VR・防災シアター

❸煙体験

どんな被害が発生するか、
わかるようになっていたよ。

臨場感のある演出で
災害の恐ろしさを
実感しました。

煙で周りは
ほとんど見えない！

VRゴーグルを
かけて !

コントローラーで
映像をスタート !

実際に起きた
地震が、リアルに
体験できます。

40 秒で脱出できた人もいれば、
99 秒かかった人もいました。
何秒で脱出できるか、
チャレンジしてみてね。

　大人だけではなく、子どもにもわかりやすい展示や
体験があるのが、リニューアルした「体験型」防災教
育センターの魅力ですね。
　普段あまり防災について意識していませんでしたが、
改めて、災害に対する準備の必要性を感じました。
　災害の備えをしている人もしていない人も、このセン
ターを通して、よりリアルな災害を知ることができると
思います！ぜひ訪れて体験してみてください！

災害を
疑似体験して、
もしもの時に
備えよう !!

神田亜弥乃さん（左）、谷口志野さん（右）神田亜弥乃さん（左）、谷口志野さん（右）

本市の公式インフルエンサーである２人にも、
災害を疑似体験していただきました。
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未来の災害に備えるためのヒントとなる展示や資料を
配置しています。防災研修やセミナーを開催するなど
防災の学習スペースとしても利用できる多目的ゾーン
です。

備えゾーン D
ZONE

　災害が発生すると、日常の生活を送ることができなくなるため、
食料や水、防災用品などを備蓄しておく必要があります。例えば、
３日分の食料はどれくらいの量なのか、物資の展示を見ることで、
備えるときの参考になります。
　また、防災に関する書籍を集めた学習スペースも設けています。

　災害が起きた後、どのような
状況になるかを想像してもらう
コーナーです。
　在宅避難の様子と、避難所へ
の避難についてイラストで紹介。
実際の被災者の率直な思いや意
見を集め、さまざまな状況の解
説に反映しています。

❻備えゾーン

❼災害後の世界

　災害を疑似体験することで、「もしも」の時、自分がどう行動すべきか判断しやすくなります。
ご家族や友だち同士でセンターにお越しいただき、みんなで防災・減災力を高めていきましょう。

時 9：00 ～ 16：30
　  （ 月、第３木曜日、12

月29日～1月３日を
除く）

所 富田二丁目４ｰ 15
　 （北消防署併設）　
料 無料
申  防災展示室の見学、

および地震体験号
( 管内派遣含む ) は、二次元コードから

他  駐車場には限りがありますので、公共交通機
関での来場をお勧めします

対  市内か川越町、朝日町に在住の小・中学生
 　（保護者同伴）
時  8月10日（土）　9：00 ～12：00
所 防災教育センター
内  センター、はしご車、地震体験車などを活用

し、防災に関する知識を身に着けましょう
定  60人（応募多数の場合は、抽選）
他  申し込みなど詳しくは、
　  二次元コードから

防災教育センターイベント情報

四日市サバイバルクエスト
～防災教育センターの冒険～

地震体験車を実際に体験！

地震の揺れを実際に体験することにより、
地震発生時の心構えと日頃の備えを
学習するゾーンです。

地震体験ゾーン C
ZONE

　今回のリニューアルに併せて、地震体験
車を１台導入しました。地震体験車は、学校・
自治会・団体などに派遣します。

❺地震体験

1  震度２～７までの地震体験が可能
2   大規模地震（東北地方太平洋沖地震など）の

再現体験が可能
3  ＶＲ映像によるリアルな地震体験が可能

4  ＶＲ映像と連動した訓練用消火器を積載
5  外国語での音声案内
6  災害時は電力を外部に供給可能

地震体験車の特徴

●この特集についてのお問い合わせ・ご意見は　防災教育センター　☎365-3119　ＦＡＸ364-6095

自分や家族に
必要なセットを
考えてみよう。

防災に関するゲームもあるので、
友だちや家族と楽しみながら、
防災について学んでいこう！

一式セットに
なっている
防災リュックも
あるよ。

中を開くと、
災害が起きたら
どう対応すればよいか、
わかるように
なっているね。

体験と分かっているから
楽しいと思えたけど、
実際にこれだけ揺れたら
不安だし、一人でいたら
本当に怖いと思いました。

こんなに
揺れるの！？

市町での保有は県内初！

市内のどこにでも派遣します。
学校や自治会でぜひ活用してみてね！
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公園を利用する人々が、公園施設を大切にし、
適切な維持管理を行うことで、よりきれいで、
よりよい環境の公園が育まれます。身近な公園
を通じて人との繋がりが生まれ、住みよい地域
づくりにもつながっていきます。皆さんも地域
の愛護会活動に参加してみませんか。

●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は　文化課　☎ 354-8239 FAX 354-4873●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は　公園緑政課　☎ 354-8197 FAX 354-8404

設置前  

設置後

●日本古来の伝統文化（茶道・句会
　など）に親しむことができる場と
　して開設

●四日市は古来から名水に恵まれ、
　「泗水の里」と呼ばれていたことと、
　「翠（みどり）」に囲まれた鵜の森に
　あることから、一般公募により名付
　けられた

　公園や街路などの公共空地で、花壇づくりや緑
化活動を行う団体へ補助をしています。今年度は
74団体がこの制度を利用して活動しています。

　道路に面する土地に新たに生垣を設置した
り、ブロック塀を生垣に転換する場合に補助
をしています。

　公園内の除草や清掃などをするボランティ
ア団体です。本市では、地域で結成し活動す
る公園愛護会に、清掃用具などを貸与してい
ます。

四日市市緑化基金
市民や企業からの寄附金、霞ケ浦地区のコンビナート企業からの負担金を基金に積み立て、
花と緑いっぱい事業や公園愛護会の活動などに活用しています。花と緑あふれるまちづくり
のため、寄附のご協力をお願いします。寄附申出書は、公園緑政課（市役所4階）または市
ホームページから入手できます。

　大切な緑を市民の皆さんとともに守り、緑あふれる快適な生活環境をつくるための
事業を行っています。事業を利用して、地域の緑を守り育てる活動に参加してみませんか。

泗翠庵　豆知識
茶室「泗翠庵」

開設30周年記念茶会

 内部地区    

南部丘陵公園    

滝川公園 30年を記念して、小間で濃茶、広間で
薄茶、立礼席で煎茶をお楽しみいただく
予定です。ご期待ください。

時 11月3日（祝）
詳しくは決定次第、
同庵ホームページなど
でお知らせします。

ぜひお越し
ください！

泗翠庵　永坂由美子

日常にとけこむ茶室を
近鉄四日市駅から、徒歩でわずか５分。
鵜の森公園の中に、茶室「泗翠庵」は
あります。
日本の美しい伝統建築と木の文化が
醸し出すぬくもりの中で
「茶の湯」の文化に触れてみませんか。

　本市にはたくさんの森林や里山があり、私たちは、緑から多くの恩恵を受けています。
緑は、季節の移り変わりとともに美しい景観をもたらし、私たちの心に安らぎを与えてくれます。
また、水源の涵

かんよう

養や防災など、多くの重要な役割を担う環境資源となっています。
　今ある緑を保全しつつ、新たな緑を創出し、暮らしに安らぎと潤いを与える緑豊かな都市を形成
していくことが大切です。

緑あふれるまちづくり

　立
りゅうれいせき

礼席は気軽に普段着のまま、予約不要
で楽しめる椅子席の茶席です。呈茶は四日
市茶道教授連盟に所属する４つの流派（表
千家・裏千家・遠州流・松尾流）の皆さん
が、毎日交代で担当。四季折々の掛け軸や
お花を楽しみながら、和菓子をいただけます。

（一服　550円）
※10:00～16:00 月曜日休館（祝日の場合はその翌平日）

気軽に一服

市
民
茶
室
「
泗
翠
庵
」
開
設
30
周
年

　泗翠庵は数
す き や

寄屋造りの本格的な茶室です。
平成６年７月６日の開設から30年の時が経
ち、柱や欄

らん

間
ま

、桟
さん

などの木目の表情は美しく
味わい深いものへ変化しています。
　泗翠庵ホームページでは、茶室の利用予約
を受け付けています。利用予約などがなけれ
ば、事前に電話連絡の上、見学もできます。

歴史を感じる

美味しい！

生垣設置助成制度花と緑いっぱい事業

公園愛護会
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経済・株式レポートコンテスト
「日経 STOCK リーグ」で最優秀賞受賞

四日市高校 3 年生

岸田 奏
か な

美
み

さん（左）・前田 明
あ

日
す

香
か

さん（中央）
濱沖 玲

りょう

英
え い

さん（右）

７月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

身の回りの物の多くに半導体が使われているこ
とを知りました。半導体は暮らしの豊かさを支
えている、三重県が誇る半導体産業を世界に羽
ばたかせるために、投資対象として最適だと考
えました。

企業訪問などで深まった学び
岸田さん：ネットでの調査に限界を感じたため、
企業や大学、自治体など８カ所を実際に訪問す
ることにしました。多くの協力を得て産業の技
術革新、関連企業の繋がり、人材育成の取り組
みなどについて教えていただき、いろいろな角
度から学びを深めることができました。

投資のための独自の視点が高評価
濱沖さん：仮想投資に当たっては、各企業の評
価を点数化し、さらに「応援したい」と思える
企業にお金を託すための独自の視点も盛り込み
ました。結果としてそれが高校生ならではの視
点だと高評価に繋がったようでした。

得意分野を生かして未来へ
前田さん：もともと経済に興味があったのです
がさらに関心が高まり、大学では会計について
も学んでみたいと思っています。
岸田さん：物事を複合的にとらえる思考力が鍛
えられました。またデザインや編集にも興味を
持ちました。
濱沖さん：多角的に企業を見られるようになり、
論理的にレポートをまとめる力も付いたと思い
ます。将来は海外で金融工学を学びたいと考え
ています。

暮らしの豊かさを支える半導体に着目
前田さん：テーマに半導体産業を選んだのは、
コロナ禍で半導体不足が問題になっていたこと
に加え、学校近くに大手の半導体メーカーがあ
ったからです。そもそも半導体についての知識
はなかったのですが、ネットや本で調べるうち、

四日市高校の生徒３人が昨年度、「三重県の
半導体産業」をテーマに選び、調査・分析した
レポートコンテストで最優秀賞を受賞しました。
中学・高校・大学から約2100チームが参加し
た中で頂点に立つ快挙。「半導体産業で地域を
発展させる」という目標を設定し、金融・経済
を学習した３人に、得たことや将来の夢などを
尋ねました。

三重県担当者とのフィールドワーク 東京都内での表彰式 最優秀賞の副賞で
ニューヨークへ研修旅行

k i r a
r i  y o k k a i c h i j i n Vol.136

→
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経済・株式レポートコンテスト
「日経 STOCK リーグ」で最優秀賞受賞

四日市高校 3 年生

岸田 奏
か な

美
み

さん（左）・前田 明
あ

日
す

香
か

さん（中央）
濱沖 玲

りょう

英
え い

さん（右）

７月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

身の回りの物の多くに半導体が使われているこ
とを知りました。半導体は暮らしの豊かさを支
えている、三重県が誇る半導体産業を世界に羽
ばたかせるために、投資対象として最適だと考
えました。

企業訪問などで深まった学び
岸田さん：ネットでの調査に限界を感じたため、
企業や大学、自治体など８カ所を実際に訪問す
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に加え、学校近くに大手の半導体メーカーがあ
ったからです。そもそも半導体についての知識
はなかったのですが、ネットや本で調べるうち、

四日市高校の生徒３人が昨年度、「三重県の
半導体産業」をテーマに選び、調査・分析した
レポートコンテストで最優秀賞を受賞しました。
中学・高校・大学から約2100チームが参加し
た中で頂点に立つ快挙。「半導体産業で地域を
発展させる」という目標を設定し、金融・経済
を学習した３人に、得たことや将来の夢などを
尋ねました。

三重県担当者とのフィールドワーク 東京都内での表彰式 最優秀賞の副賞で
ニューヨークへ研修旅行

k i r a
r i  y o k k a i c h i j i n Vol.136

→
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５月18・19日に開催された「よっかいち
ばんこ焼　陶器まつり」に行ってきました。
今年で63回目の歴史あるまつりは、陶栄町
の屋外を中心に開催されていましたが、令和
４年からは、四日市ドームでの開催となり、
天候に左右されることがなくなりました。
本市の代表的な地場産品である「萬古焼」
と言えば、土鍋が有名ですが、会場では土鍋
のほかにも、蚊やりぶた、急須などの商品が
数多く販売されていました。
また、メインステージでは、萬古焼ごはん
鍋を使ったごはんの炊き方イベントや飲食ブ

ースも多く出店され、
２日間で２万人を超
える人が訪れるほど、
大盛況でした。
他にも、スケート

ボードイベントが同
時開催され、多くの
子どもが、スケート
ボード体験を楽しんでいました。
今後も、市内のさまざまな場所から、本市

のにぎわいをお伝えしていきます。

「ばんこ焼　陶器まつり」大盛況！

今年の花見も南部丘陵公園でしま
した。花よりポメ子♡
� （Kouseiさん）

初節句おめでとう！これからも兄弟
仲良くすくすく元気に成長してね！�
� （暖

はる

蒼
あい

さん）

八郷地区での鯉
のぼり作りに参
加しました！自
分で作った鯉の
ぼりは、子ども
たちにとって特
別な思い出にな
りました♪
� （まりさん）

いつも仲良しです。
チェルシー（10歳）、
ジャスミン（２歳）、
ティラミス（10カ月）
� （けいしゅうさん）

vol.39

vol.39

問 広報マーケティング課（ TEL 354-8244　 FAX  354-3974　 H P  I D 1580454974466）

お薦め情報やこにゅうどうくんのイラスト、写真（テーマは自由）をお寄せください。
【応募方法】①名前（ペンネーム可）　②連絡先　③お薦め情報（200 字程度）または作品へのコメント（50字以内）
④写真・画像データ（2MBまで）を、Ｅメールで、投稿ひろば専用アドレス（ hiroba@city.yokkaichi.mie.jp）へ

※添削・修正・加工する場合があります
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羽津小学校の東にある志
し

氐
で

神社の境内に、
こんもりと樹木が茂っています。ここには市
指定史跡の「志氐神社古墳」があります。市
内で確認されている唯一の前方後円墳で、古
墳時代前期（４世紀末）に築造されたと考え
られています。すでに前方部は削られており、
現在残っているのは後円部と周濠の一部です。
古墳から出土した遺物は、車

しゃ

輪
りん

石
せき

、内
ない

行
こう

花
か

文
もん

鏡
きょう

、勾
まが

玉
たま

、管
くだ

玉
たま

、小玉があり、葬られた人物
と一緒に納められた副葬品であると考えられ

ます。これらも市の指定文化財となっていま
す。
車輪石は、オオツタノハという貝で作られ

た腕輪を石で模した宝
ほう

器
き

です。また勾玉、管
玉、小玉は被葬者が生前に身につけていたア
クセサリーと考えられます。
古墳に立ち入ることはできませんが、周囲

を散策しつつ、いにしえの人々へ思いを巡ら
せてみてはいかがでしょうか。

「そらんぽ四日市」では、７月13日（土）
から４階特別展示室で特別展「木工作家　つ
ちやあゆみ　木とメロディーの世界」を開催
します。つちやあゆみさんによるさまざまな
木工作品32点を紹介します。
つちやさんの作品のコンセプトは「見て、
触れて、聴いて」。本展では、木でできた球
が階段を１段降りるたびに音が鳴り、ロンド
ン橋のメロディーを奏でる「音の階段」や、
来館者がハンドルを回して音を響かせる木製

の大きな「歯車のオルゴール」などが展示さ
れ、子どもだけでなく大人もワクワクしなが
ら木の感触を全身で感じることができます。
１階のミュージアムショップでは、木の歯

車でできたネックレスやマグネットなどの関
連グッズも販売中ですので、こちらも併せて
お立ち寄りください。
本展は、９月１日（日）までの開催です。つ

ちやさんの木工作品にふれて、自然や木のこ
とについて考えてみませんか。

つちやあゆみさんの作品「歯車のオルゴール」

志氐神社古墳と車輪石などの副葬品（右上）

市 内 唯 一 の 前 方 後 円 墳と
出 土した副 葬 品

特 別 展「木 工作 家   つちやあゆみ
木とメロディー の 世 界」を開 催！

文化財さんぽ
B U N K A Z A I  S A N P O

問 文化課（ TEL 354-8238　 FAX  354-4873）

Vol.28

問 博物館・プラネタリウム（ TEL 355-2700　 FAX  355-2704）

Vol.93
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四日市市ホームページ

テ レ ビ ウ ェ ブ／ ア プ リ

ホームページ

https://www.city.
yokkaichi.lg.jp

広 報 紙

マチイロ マイ広報紙

「よっかいち」
で検索

カタログポケット
●自動翻訳機能（英語、中国語、
　ポルトガル語など10言語）
●自動音声読み上げ機能

S N S

Facebook X

YouTube Instagram

■人口　307,017人
　［５月末日現在（前年比−1,525）］
■火災件数　３件
　［５月分（前年比−６）］
■交通事故件数　827件
　（５月分）

四日市市
LINE

公式アカウント

＠yokkaichicity

友だち募集中

ラ ジ オ

三重テレビ（地デジ 7ch） CTY（地デジ 12ch）

CTY-FM（FM76.8MHz）

東海ラジオ
（AM1332kHz ／ FM92.9MHz）

■「Mie ライブ」内
　 旬感☆ Mie コーナー
　 時 ７月22日㊊ 18：00ごろ

■「ケーブルＮＥＷＳ」内
　 市政コーナー
　 時 ７月５日㊎・19日㊎・

８月２日㊎ 18：00

■なるほど！防災
　 時 ㊊ 17：30／㊍ 8：30

■人権を確かめあう日
　 時 毎月22日（７月は、７：30／

11：54／13：54／16：30
／18：30）

■ 1・2・3 四日市メガリージョン !!７
　 時 ㊏ 20：00

■マンスリーよっかいち
　 時 第１・３㊐ ８：54／14：54

■よっかいち わいわい人探訪！
　 時 第２・４㊐ ８：54／14：54

■ ALO！YOKKAICHI
　 時 ㊏ 19：54

　もうすぐ夏休み。自由研究のテーマは決まっていますか。まだ決まっていな
ければ、災害や防災をテーマにして、防災教育センターを訪れてみてはいかが
でしょうか。防災教育センターの取材時に、消防士の訓練の様子も見学するこ
とができました。見学したのは、20メートルのロープを往復するタイムを競う、
ロープブリッジ渡

と

過
か

訓練で、全国大会で優勝する人だと15秒台で渡りきるそ
うです。タイミングがあえば、防災教育センターでかっこいい消防士の訓練も
見られるかもしれませんよ。（江尻）

編 集 後 記 特 集 に 関 す る こ ぼ れ 話

市 の 情 報 発 信市 の 情 報 発 信
C I T Y  I N F O R M A T I O NC I T Y  I N F O R M A T I O N

７月
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